
事務事業評価の評価結果について（平成２９年度の事業に対する評価）

水道局 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成30年
度以降の事
業の方向性

所見

水道総務課
広報広聴
事業

市民(水道利用者）に親しまれる
水道を目指し、おいしい水道
水、水道の仕組み、水の大切さ
について理解を深めてもらう。

水道事業につ
いての啓発度

市民(水道利用者）に水道
事業について理解を深め
てもらう。

100% 100%

･出前講座の実施
・水道局だよりの発
行の継続
・ボトルドウォー
ターの配布
・親子水道教室の開
催

水道局だよりの発行につ
いては、全戸配布。
ボトルドウオーターの配
布については、4800本
配布予定のところ、
4800本配布。
親子水道教室　１回開催
予定、１回開催。
啓発度については100％
達成しています。

4

ほぼ当初計画どおり実施
できました。
PR効果をより得られるよ
う、津まつり等において
ボトルドウォーターを配
布するとともに、
地区の自主防災会の訓練
等に積極的に参加し、水
道についてのPRを行いま
した。
親子水道教室は、２５組
（５０名）の参加者で実
施しました。
水道局だよりの発行は、
年３回、全戸配布しまし
た。

拡充・充
実

平成３０年度について
は、引き続き水道局だよ
りの全戸配布、親子水道
教室を行います。なお、
平成３０年度からは水道
局だよりを活用して、従
前の予算・決算の概要に
加え、新たに水道施設の
老朽化に伴う更新や耐震
化、財政収支の見通しに
基づいた適正な料金改定
に向け、水道事業の現
状・課題・経営状況につ
いてもシリーズ化し市民
等へお伝えしていく。

営業課
水道料金
等徴収事
業

　適切なサービスの提供を行う
ことにより、水道利用者の満足
度の向上を図るとともに、水道
料金を適正な方法で確実に徴収
することによって負担の公平性
に努め、水道事業の健全経営に
寄与することを目的としていま
す。

目標収納率
（不納欠損対
象期間におけ
る収納率）

収納効果及び収益を確保
するための目標とする収
納率を設定しています。

99.60% 99.68%

給水停止事務取扱要
綱に則り、給水停止
など積極的な滞納整
理に取組み、収納率
の向上を図る。収納
対策について、委託
業者と連携を密にす
るための調整会議を
６回及び営業課も同
行して滞納整理を行
う。

公平・公正な納付指導・
滞納処分を行ったことか
ら、当初の収納目標率を
達成しました。

4

　収納業務委託も2期目
（H29.4.1～
H34.3.31）となること
から、滞納者との人間関
係の構築により収納率の
向上が図られています。
また、新規滞納者への早
期対応、郵便物の未達者
の追跡調査、口座振替不
能者への訪問等により目
標収納率を達成すること
ができました。
　

現状維持

　上下水道事業営業関連
業務委託の受注者と連携
を密にして、滞納整理関
連業務の徹底により収納
率の向上に努めました。
次年度も新たな未納者が
発生しないよう、受注者
と定期的な収納対策会議
の実施並びに営業課職員
の同行訪問に努めます。
　収納率の向上を目指す
ためには、職員のスキル
アップが重要と考えま
す。日本水道協会等が実
施します未納料金対策実
務研修などに課内職員3
名が延べ７日間参加しま
した。次年度も機会ある
ごとに職員を出席させた
いと考えます。

工務課
配水施設
維持管理
事業

「持続する水道」を基本理念
に、「水道運営基盤の強化（持
続）」を目標に掲げ、経営の健
全化のため、漏水調査を実施
し、漏水を発見した箇所につい
ては早急に修繕を行います。

漏水調査の実
施

市内を6ブロック橋内東
部、久居、河芸、安濃、
一志、白山に分け、年間
３００ｋｍ程度の漏水調
査の実施に努めます。

361ｋｍ 432ｋｍ

漏水調査及び漏水修
繕を実施すことによ
り、有収率の向上を
図る。

平成２９年度実績は、有
収率が前年対比0.09%減
少しました。
老朽管による漏水が要因
と考えられますので、今
後も漏水調査を実施し、
漏水防止対策に努める。

4

水道事業にとりまして、
貴重な水源を有効に利用
していくため、漏水防止
対策が大変重要であり、
漏水調査を実施すること
により、１１４件の漏水
箇所を発見し、早期に修
繕を行い漏水防止に努め
た。

拡充・充
実

今後も、引き続き市内全
域管路の漏水調査を計画
的に実施し早期発見、早
期修繕に努め有収率の向
上に努めたい。
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成果指標（平成29年度） 事業の評価

工務課
白山地域
簡易水道
事業

　白山地域の一部の旧簡易水道
エリアの管路や施設については
老朽化が著しく、漏水の多発や
水質保全上において支障をきた
している現状である。
　平成２９年４月に実施した簡
易水道の上水道への経営統合に
時期を合わせ、白山地域３箇所
に存在した旧簡易水道施設を廃
止し、上水道に接続する予定を
していたが、統合後に事業を延
長し、施設の更新と水道経営の
安定、また、地域住民に対し安
心・安全でおいしい水の安定供
給を図る。

上水道による
給水開始
(事業の進捗
率)

地域住民の生活衛生の確
保と、安全で安定した給
水を確保するため建設事
業を進める。簡易水道事
業が上水道事業に経営統
合する予定である平成２
９年度に事業完了(目標値
１００％）を目指す。(全
体事業費に対する当該年
度の事業費の割合)

100% 100%
簡易水道統合整備事
業の完了

事業完了 4
事業を平成２９年度まで
延伸し、事業完了するこ
とができた。

拡充・充
実

　平成２８年度が事業最
終年度であったが、平成
２９年度に延伸し事業完
了出来た。今後も経営の
安定化と、地域住民に対
して安心・安全でおいし
い水の供給を図りたい。

工務課
上水道事
業

　予想される震災に備え、災害
時に安定した水を市民に供給す
るため、老朽化した基幹管路の
耐震化を進め、水道施設の被害
の軽減と復旧時間の短縮を図
る。

基幹管路の耐
震化

　津市水道事業基本計画
に基づく津市水道管路耐
震化計画により、平成２
５年度から基幹管路の更
新事業を行い、平成２３
年度の耐震化率１４.．
２％を、平成２９年度末
までに３０％に更新しま
す。

30% 30.50%

耐震性が無いと判定
される基幹管路（約
６８ｋｍ）につい
て、今後４０年間を
目標に耐震化を図
る。また、目標年度
（平成２９年度）ま
でに基幹管路耐震化
率を３０％まで向上
させる。

目標年度（平成２９年
度）までに基幹管路耐震
化率を３０％まで向上さ
せる目標を平成２９年度
末において、３０．５％
とした。

4

　平成２３年度に策定し
た「水道施設更新（耐震
化）計画」を基に、平成
２５年度より水道管路耐
震化等推進事業の老朽管
更新事業を開始した。平
成２９年度に目標値どお
りに事業ができた。

拡充・充
実

　国の交付金等を活用
し、基幹管路耐震化率を
３０％まで向上させる事
が出来た。平成３０年度
からは、「第２次津市水
道事業基本計画」に基づ
き、病院・避難所等の重
要施設、応急給水拠点へ
の供給ルート等の重要度
も考慮し、管路の耐震化
を揚げて整備を進めてい
ます。

浄水課

浄水施設
の耐震化
を進める
事業

震災時、市民に安全な水を供給
するため、浄水施設の耐震化を
進め、施設を充実し、信頼性と
安心感の向上を目指します。

施設の耐震化
浄水施設の耐震化の整備
を進める

４施設
（委託6施

設）

４施設
（委託6施

設）

・白山三ケ野配水池
更新工事（耐震）１
基
・緊急遮断弁設置工
事（白山川口・安濃
野口・美里穴倉）３
基
・耐震二次診断業務
（4施設）
・耐震二次診断業務
に伴う地質調査（4
施設）
・緊急遮断弁設置基
本設計業務（２件）

目標どおり更新・耐震化
を達成する。

4

津市水道基本計画に基づ
き、予定した整備項目に
ついて完了することが出
来た。

拡充・充
実

第2次津市水道事業基本
計画に基づき、効率的・
効果的な施設整備を進め
ていきたい。
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